
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年８・９月 

保健室 Ｎｏ.６ 

「AEDを持って来て」と頼まれたら、あなたは取りに行けますか？ 
  
９月９日は救急の日です。 

倒れている人がいたら、できるだけ早く 119番に通報することが大切です。 

そして、普段どおりの呼吸をしていない時は、救急車を待っている間に胸骨圧迫を行い、さらに AED を使用

しましょう。救急車が到着するまで平均１０分です。電気ショックが必要だった場合、ショックが 1分遅れるご

とに、救命率が約１０％ずつ低下します（日本AED財団HPより）。１分１秒でも早い行動が命を救います。た

めらわずに AEDを使用してください。 

もしものときに、誰でもAEDを取りに行けるよう、設置場所を覚えてください。そして設置場所を通る際は、

見て確認しておいてください。 

もし使用しなければならない場面があれば、AED のカバーを開けると音声が流れますので、落ち着いて案内

されたとおりに行動してください。動画等で、AEDの使用方法を確認しておいてほしいと思います。  

 夏季休業中も勉強や部活動で、忙しく過ごしていたことと思います。リフレッシュはできたでしょうか。 

 気のゆるみや生活習慣の乱れがあった人はいませんか。悪い習慣は改善しにくく、良い習慣は身に付くまでに時間がか

かります。早めのリセットを心がけましょう。 

 
１  甲府東高校のAED設置場所はどこでしょう？ 

・事務室前 

・体育館 

・体育教官室 

 

大丈夫ですか？ 

聞こえますか？ 
 

日本医師会ホームページより抜粋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
３  心に天気をつけるとしたら、何ですか？ 

世界アルツハイマーデーは、毎年９月２１

日を中心に、認知症の啓発を実施していま

す。 

認知症は「脳の病気や障害など様々な原因

により、認知機能が低下し、日常生活に支障

が出てくる状態」をいいます（厚生労働省ホ

ームページより）。その結果、記憶障害、判断

力の低下、見当識の障害、人格の変化が起こ

ります。認知症にはいくつかの種類がありま

すが、最も多くの割合を占めるのが、アルツ

ハイマー型認知症です。 

日本の認知症高齢者の数は、今後も増加す

ることが見込まれており、認知症は誰もが関

わる可能性のある身近な病気です。認知症の

方が、住み慣れた町で安心して暮らすために

は、認知症を理解し、支える地域づくりが大

切です。 

 登下校中に、認知症かもしれない高齢者を

見かけたり、話しかけられたりすることがあ

るかも知れません。その時は、右の資料を参

考に対応してください。 

 みなさんも、認知症の方を見守ることがで

きる一員になってほしいと思います。 

（資料：市川三郷町地域包括支援センター、

地域包括支援センターだより、H29.12 発

行） 

 
２  9/21 世界アルツハイマーデー 

 自分自身の心の状態を、天気に例えてみましょう。 

今の自分の状態に、早めに気付くことがとても大切です。そして、もし「いい天気」ではない状態が続

くようだったら、「いい天気」に回復するように、早めに対処できるといいですね。まずは心身をゆっく

り休めましょう。それから、自分が楽しいとか安心すると感じる時間を増やしてみてください。 

対処しても心が「いい天気」になれないときや、対処する行動さえとれないときがあるかも知れません。 

そういう時は、今の気持ちや状態を誰かに話してみてください 近くに話せる人がいない人、近くの人

には話せないこともあると思います。しかし話を聞いてくれる人が必ずいることを、心に留めておいてほ

しいと思います。 

 学校にはスクールカウンセラーが来校しています。カウンセリングを受けたい人、カウンセリング

について聞きたいことがある人は、先生（だれでも可）へ伝えてください。保健室でお話を聞くこと

もできます。 

   


